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情報です。津波のビデオ、もしくはアチェの方は7年前
よりあとに生まれた人は知らないかもしれませんが、
津波がどのような被害をもたらすのかという情報が
必要になります。
　もう一つ、ハザード・マップという情報が必要です。
私たちが今いるこの場所は津波が来る場所かどうか、
みなさん知っていますか。ここは津波が来ますから、
もしいま津波のサイレンが鳴ったら逃げないといけ
ません。たとえば山のほうにいたら津波は来ませんか
ら、警報が鳴っても逃げなくてもよいわけです。
　ウォーニングとハザード・マップと二つの情報が
セットになって、初めて人は逃げることになります。
この二つの情報をセットにしないと、いくら情報を出
しても人は逃げないことになります。
　今回、日本で多くの人が亡くなったのは、このハザー
ド・マップが実際にきた津波と合っていなかったこと
が一つ大きな原因にありました。災害前に配っていた
ハザード・マップで想定していたよりも奥まで実際に
は津波が来ていました。それが今回の日本の津波でた
くさんの人が亡くなった原因の一つです。
東日本大震災での
ソーシャル・メディアの役割
　今回の東日本大震災で新たな試みとして使われた
のが、ソーシャル・メディアと呼ばれるものです。簡単
にご紹介します。
　まず緊急時では、twitterで市役所が災害の情報を発
信しています。市役所のサーバーは使えなくなったの
ですが、それでもこのようなかたちで情報が出ました。
　緊急や復興の段階でも、いろいろなサイトが立ちあ
げられました。日本の場合には、自動車に携帯電話を
積んで通信をしながら走ることで通った道がモニタ
できるので、それを通じてどこが通れるかという情報
が発信されました。
　いろいろなNGO、NPOがいろいろなサイトを立ち
あげました。私たちの研究室では、いろいろな地図を
つくったり、いろいろな機関がつくった地図を重ねあ
わせたりするようなサイトを立ちあげました。
　災害資料の収集ということでは、これは私たちがし
ているものですが、トレンド・リーダーがあります。新
聞の情報を集めて、いつもと違う新しい情報が出てき
たら、それは変わったことが起こっているということ
です。それをみつけて、その情報をみなさんにお知ら
せをするサイトを立ちあげました。これ以外にも、東
日本の災害に関するアーカイブがいろいろと立ちあ
がっています。
　今回の東日本大震災を踏まえた情報技術として、ボ
トム・アップ型の技術や情報を集めることも大事だと
感じます。
災害が発生するのは、今回の災害を経験した人々が居な
くなってから、さらに多くの時間が経った後のことであ
る。記号化された「大きな地震が来たら海から逃げないと
いけない」という言葉だけでは、津波の怖さ、津波災害の
悲惨さは継承されない。その結果、同じ被害が繰り返され
るという結果に終わるような気がする。
　防災という観点ではなく、地域の経験を継承するとい
う観点から様々な記録を残していくことが本当の意味で
津波の被害を軽減するということに繋がると考える。ほ
とんど実感を伴わない防災教育のための標語ではなく、
物語や語りとして、人々が本当に感じたことをそのまま
残さなければ、災害の記憶は伝わっていかない。防災のた
めではなく、地域の記憶として、今回の災害の記録を残し
ていくことが重要であると考える。
